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Ｉ．はじめに

本研究ノートで問題にしている運動技術とは、

マイネルが定義している具体的な運動の仕方に基

づいている。すなわち、「ある一定のスポーツの

課題をもっともよく解決していくために、実践

のなかで発生し、検証された仕方｣')のことであ

る。スポーツにおける運動技術はスポーツ技術と

も呼ばれているが、マイネルは次のようにも述べ

ている。「スポーツ技術は実践のなかで発展し、

実践によって変化し、たえず修正や改良が行なわ

れ、また全体的に、あるいは部分的に古くなって

いく」のであり、「一般妥当性をもって絶対不変

なスポーツ技術は決して存在するものではない

し、存在できない｣2)。さらに、「スポーツ技術の

歴史は書き残しておくのに値するもの」であり、

「その歴史というものが今日における“現代”の

技術をよりよく理解するのに著しく貢献する｣3)。

筆者が取り組んでいる最も大きなテーマは、こ

うした視点から、野球における技や技術の発生と

発展の過程を明らかにすることである。これまで

のところ、投手の投球のなかでも、最も一般的な

「オーバースロー」に考察の対象を絞り、「胴体

の動き」や「バックスイング」に焦点をあてて考察

を進めてきた。そして、「胴体の動き」の発展過

程を５つの時期に区分できること4)、また「バッ

クスイング」には、２つのタイプがあることが明

らかになっている5)。

本研究ノートの目的は、これらの成果を踏まえ

ながら、バックスイングに続いて行なわれる打者

側への腕のスイング、すなわち「フォワードスイ

ング」に焦点を当て、その変遷の様子を明らかに

することである。

Ⅱ、研究方法

１．考察の対象とする文献

運動技術史を考察する手がかりとして、まず

単行本や雑誌、新聞、部史などの文字資料があ

げられる。なかでも、選手や指導者によって著

された、いわゆる技術書・指導書とよばれる単行

本は、その果たしてきた役割を考えると資料の中

心になると考えられる。また、野球雑誌や新聞に

も選手や指導者の野球理論が掲載されることが多

く、考察の対象として欠かすことはできない。こ

の他、特定の人物やチーム、時代を取り上げたも

の、部史に記録されている回顧談などは技術の伝

播や伝承の様子を知る上で有効な手がかりとなる

だろう。次に、写真やイラスト、映像といった非

文字資料、さらには選手や指導者への聞き取りな

どもまた、貴重な資料となり得る。
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一方で、スポーツ科学の研究領域における理論

や研究成果、たとえばスポーツバイオメカニクス

の研究領域で行われてきた投球動作に関する分析

的な研究やトレーニング学の研究領域における理

論や研究成果などが、当時の選手や指導者に何ら

かの形で影響を与えていることも十分に考えられ

る。したがって、こうした研究成果や研究そのも

のの歴史を把握しておくこともまた、運動技術史

を把握する上では欠かすことができない。

これら全ての資料を対象とすると考察の範囲が

膨らみすぎるため、本研究ノートでは、いわゆる

技術書・指導書といえる単行本を考察の範囲とし

た。対象とする文献については、以下の手順で特

定した。まず、国立国会図書館ＨＰの蔵書検索及

び野球体育博物館の所蔵文献目録を基にして、野

球が日本に伝来したとされる1872年から2008年ま

での間に出版された野球に関する文献名を列挙

し、それらの中からタイトルを基に技術書、指導

書と思われる文献を抽出した。次に、それらの内

容を調べ、腕のフォワードスイングそのものに関

する記述がみられる文献を特定した。その際、内

容が全く同じであるにも関わらず著者名が異なる

文献、及び、同一著者による著書であっても、そ

の記述内容に明らかな違いが見られないものにつ

いては、それぞれ最も出版年が古い文献のみを対

象とした。また、ポールにどのような回転を与え

るかといった記述は腕のフオワードスイングにつ

いて考察する上で有効な資料になると考えられる

ため、そうした記述がみられる文献についても同

様の手順で特定した。こうして絞り込んだ118冊

の文献を本研究において考察に用いる歴史的資料

とした。

２．用語の定義

(1)技術概念の整理

朝岡によれば、わが国では「運動」概念が多義

的に使用され、スポーツにおける技術概念もさま

ざまな意味で用いられている6)。こうした状況は

野球においても同様であるため、考察に先立って

技術概念の整理が必要であるが、このことについ

ては2011年の研究ノートを参照されたい7)。

(2)フォワードスイング

投手の投球動作における腕の動きについてみる

と、打者とは反対方向、すなわち二塁方向へ引か

れた後に、打者方向へのスイングが行われる。こ

の一連の動きのなかでも、二塁側に腕を引く動き

を「バックスイング｣、打者方向への腕のスイン

グを「フォワードスイング」と表記することとす

る。なお、本研究ノートにおいて「スイング」と

表記する場合には、全てフオワードスイングを意

味するものである。

Ⅲ、フォワードスイングの変遷

特定した118冊の文献にみられる記述を精査す

ると、まず、フオワードスイングそのものに関す

る記述には次のような内容がみられた。

・腕のスイングを大きくすること

・腕を伸ばすこと

・手首のスナップを用いること

・むちのように腕をスイングすること

次に、ボールの回転については次のような内容

がみられた。

・ボールに回転を与えない

・ボールに強い回転を与える

・ボールに「バックスピン」を与える

・ボールに「ジヤイロ回転」を与える

また、こうした記述の他にも、ホップするボー

ル、すなわちポールが浮き上がることに関する記

述もみられた。

特定した118冊の文献について、それぞれにど

のような内容がみられるのかをまとめたものが表

１である。本論では、この表１をもとにフォワー

ドスイングの変遷を考察した。

１．肘を伸ばした大きなスイング

腕のフオワードスイングに関する最も古い記述

は、1897年に中馬庚によって著された「野球」の

なかにみられる。この文献は、第一高等学校の全

盛期であった時代に、その選手の中馬庚によって

書かれたものであり、一高式野球の虎の巻ともい
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表１腕のフォワードスイング及びボールの回転に関する記述の変遷
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1897年 明治30年 『野球』 中馬庚 前川善兵衛 ○

1905年 明治38年 『最近野球術』 管戸信 博文館 ○

1917年 大正６年 ｢最新研究野球術』 和田六濠子 博文館 ○

1920年 大正９年 『慶礁式野球戦術」 吉田興山(縞） 三田書房

1921年 大正10年 『野球技の科学的研究』 J,マグロー(著）弘田親輔(訳） 三田書房 ○

1921年 大正10年 ｢野球戦術とその規則』 原田種俊
今
云友

一
一
一 ○

1924年 大正13年 ｢投手としての投球法』 谷口五郎 周文館 ○

1928年 昭和３年 ｢ベースボール内野編」 飛田穂洲 実業之日本社

1930年 昭和５年 ｢野球叢書投手と捕手の巻」 横井春野､若林忠志 野球界社

1931年 昭和６年 『誠文堂野球叢書投手糧．上』 譲文堂(綱） 誠文堂

1931年 昭和６年 ｢誠文堂野球蓑香投手縞．下」 譲文堂(縞） 誠文堂

1931年 昭和６年 ｢私の野球」 腰本寿 三省堂

1931年 昭和６年 ｢ルースの野球指導」 ベープ･ルース(箸）伊丹安広､伊丹恒雄(訳） 春陽堂

1936年 昭和11年 ｢野球実際の知識』 飛田穂洲､小出秀世 岡村書店

1947年 昭和22年 ｢野球：理麓と技術』 久保田高行 朝日新聞社

1947年 昭和22年 『続野球学」 三宅大輔 不二文庫

1948年 昭和23年 ｢わがピッチン列 若林忠志 御彰文庫 ○

1949年 昭和24年 ｢野球大観』 旺文社(編） 旺文社

1949年 昭和24年 『ピッチングの秘訣』 プﾗｯｸｳｪﾙ(著）三宅大輔(訳） 恒文社

1949年 昭和24年 ｢勝利への投球」 ハル･ニューハウザー(著）内村裕之､大橋正路(訳） 恒文社

1949年 昭和24年 ｢野球」 小野三千麿 山海堂

1949年 昭和24年 ｢私のピッチング］ 御園生宗男 神戸新聞社 ○ ○ ○

1949年 昭和24年 『野球ﾊﾝドプｯｸ』 神田順治 東京大4鐸学生文化指導会

1950年 昭和25年 『図解野球読本」 八十川畔 高山書院 ○ ○

1950年 昭和25年 ｢野球の科学」 三石厳 西荻書店

1950年 昭和25年 ｢野球入門」 小川正太郎 川津書店

1952年 昭和27年 『ｱﾒﾘｶ野球技術」 イーザン･アレン(著)内村裕之(訳） 大日本雄弁会講談社 ○

1952年 昭和27年 『私のピｯﾁﾝグ１ ボップ･ﾌｪﾗー (著)内村裕之(訳） 大日本雄弁会議談社

1954年 昭和29年 ｢野球．守備糧Ⅱ』 森茂雄 早稲田大学出版部

1956年 昭和31年 『野球入門投手編」 マルコルム･チャイルド(編）別所殺彦､三宅大輔(訳） ベースボール･マガジン社

1956年 昭和31年 ｢近代野球』 浜崎真二(監） 河出書房

1956年 昭和31年 ｢ヤンキース野球教室』 毎日新聞社(編） 毎日新聞社 ○

1957年 昭和32年 ｢野球教室』 平凡社ぺﾘｶﾝ写真文庫編集部(糧） 平凡社

1958年 昭和33年 ｢ウイニングベースボール』 アーサー･マン(著）猪子一到､三宅大輔(訳） ベースボール･マガジン社

1959年 昭和34年 『図解コーチ学生野球』 神田順治 成美堂 ○ ○

1960年 昭和35年 ｢野球の図鑑」 中沢不二雄 講談社教育図書出版部

1960年 昭和35年 ｢野球練習と試合の仕方」 五十公野清一(縞） 成美堂書店

1961年 昭和36年 『ウイニング･ベースボール』 ジェームス･スミゴルフ(著）内村裕之(訳） ベースボール･マガジン社

1964年 昭和39年 ｢目で見る野球上達法』 大島信雄 成美堂書店

1965年 昭和40年 ｢最新ベースボール教室」 ヂｲｯｸ･シーパート(箸)神田順治(訳） ベースボール･マガジン社

1965年 昭和40年 ｢野球学』 三宅大輔 ベースボール･マガジン社

1966年 昭和41年 『少年野球』 名取幸一 成美堂書店

1967年 昭和42年 『ピッチング教室』 別所毅彦 鶴書房

1969年 昭和44年 『ぼくらの野球教室』 王貞治(監） ひばり書房

1969年 昭和44年 『少年野球教室』 沼沢康一郎 黒崎出版

1970年 昭和45年 ｢野球入門投手･守備教室』 金田正一(監） 秋田書店 ○

1970年 昭和45年 ｢野球入門守備･打撃･投手実践教室』 長島茂雄(監） 秋田書店

1971年 昭和46年 ｢ONの野球コーチ』 長島茂雄､王貞治 学習研究社 ○

1971年 昭和46年 『少年野球戦術」 越智正典 黒崎出版

1971年 昭和46年 I野球入門守備縞｣ 村山実､長島茂雄(監） 小学館 ○ ○

1971年 昭和46年 『野球教室」 石井藤吉郎､佐藤千春､西大立目永 大修館書店

1973年 昭和48年 ｢投手コーチ１週間」 長島茂雄､王貞治(監） 講談社 ○

1975年 昭和50年 『現代野球百科」
ｳｫﾙﾀー ･オルストン､ダン･ワイスコップ(共著）
ベースボール･マガジン社(編訳）

ベースボール･マガジン社 ○ ○ ○ ○

1975年 昭和50年 『図解早わかり野球入門」 千葉茂 西東社

1975年 昭和50年 『ﾘﾄﾙﾘー ゲ野球教室』 鈴木秀俊 借成社

1976年 昭和51年 ｢勝つための野球教室』 ｻﾃﾗｲﾄ(編） 梧桐書院 ○

1976年 昭和51年 ｢甲子園野球」 光沢毅 成美堂出版 ○

1976年 昭和51年 『威力の野球』 牧野茂 青春出版社

1976年 昭和51年 『リトルリーグ野球上達法』 鈴木秀俊 池田書店

1976年 昭和51年 『野球ナンバーワン投手･守備編』 村山実(監） フレーベル館

1977年 昭和52年 I図解野球入門」 田宮謙次郎 新星出版社

1978年 昭和53年 『野球教室．投手編』 日野晴雄 永岡書店

1978年 昭和53年 ｢親と子の野球教室』 池田書店 池田書店

1979年 昭和54年 ｢きみも名投手になれる』 村山実 ベストセラーズ

1979年 昭和54年 ｢きみも勝利投手になれる』 企画集団ユーコン(編） ポプラ社

1979年 昭和54年 ｢ジｬｲｱﾝﾂ野球教室投手縞』 読売巨人軍(監） 集英社 ○

1979年 昭和54年 『ぼくらの野球勝つ野球」 林義一 成美堂出版

1979年 昭和54年 ｢少年野球極意のコーチ」 水元証 立風書房

1981年 昭和56年 ｢図解野球技術百科』 ダン･ワイスコップ(著）池田郁雄 ベースボール･マガジン社

1981年 昭和56年 ｢ベースボールのすべて』 川上哲治 文芸春秋

1982年 昭和57年 ｢野球」 佐藤千春､佐藤道輔､大沼微 ぎようせい ○

1982年 昭和57年 『甲子園へ－ぼくの野球秘術」 西山昌扶 神戸新聞出版センター

1983年 昭和58年 ｢硬式野球』 永谷傭 ベースボール･マガジン社

1984年 昭和59年 『野球」 鈴木英夫(監） フレーベル館 ○
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が、後に六大学野球リーグを構成するにいたる私

立大学である。とりわけ、早稲田大学と慶磨義塾

の台頭は顕著なものであり、両大学ともに、海外

遠征の実施、外国チームや外国人コーチの招待な

どを通してアメリカ野球界との交流を図り、いわ

ゆる「科学的近代野球」の摂取に努めた'0)。

早稲田大学が我が国初となる米国遠征を実施し

たのは1905年のことであった。この遠征に主将と

して参加した橋戸は、帰国後すぐに著した1905年

の「最近野球術」のなかで、アメリカの選手で

あったマシューソンの次のような言葉を紹介して

いる。それは「ストレート、ボールは、腕を肩の

上より、真直に突き出し、決して手首や腕の関節

を用いず全身の力を肩に集むるがごとくせよ、之

われている8)。この当時投手として大活躍した青

井鍍男は、このなかで次のように述べている。

「強球ヲ投スルニハ栂指食指ニテ軽ク球ヲつまみ

出来得丈大ナル弧ヲ腕ノ運動二与エ之ニカロフルニ

腰以上ヲそらし球ヲ投スルトキニ前二かがみ球ノ

将サニ手ヨリ離レントスルトキニ腕卜云イ身体ト

云イ腰卜云イ足ト云イ出来得ル限リノカヲ球二与

エ其指ヨリ離レントスルトキ二三指頭ヲ十分ニ
ママ

しむるナリ」9)。ここにみられる、「出来得丈大ナ

ル弧」や「出来得ル限リノカヲ球二与エ」といっ

た記述から、この時期にはボールに大きな力を与

えるために、とにかく大きくスイングしていたこ

とがうかがえる。

第一高等学校に代わって次第に頭角を現すの
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1984年 昭和59年 ｢ピッチング」 平松政次 鎌倉書房 ○ ○

1984年 昭和59年 ｢カラー版高校野球」 菅谷斉 成美堂出版 ○ ○

1985年 昭和60年 ｢少年野球指導のコツ」 大漂清 誠文堂新光社 ○

1986年 昭和61年 ｢小学生の野球守備編」 前田三夫(監） 新星出版社 ○ ○

1986年 昭和61年 ｢攻撃野球技術と練習法」 富田勝 成美堂出版 ○

1986年 昭和61年 ｢ザ･野球」 土屋恵三郎(監） 日本文芸社 ○ ○ ○

1988年 昭和63年 ｢New野球テクニック投手･守備編」 土屋弘光 学習研究社 ○

1989年 平成１年 『はじめての野球」 宮坂善三 ナツメ社 ○ ○

1989年 平成１年 ｢小林繁の楽しい野球」 小林繁 小峰書店 ○

1991年 平成３年 ｢野球入門投手･守備編」 本間正夫 小学館 ○

1994年 平成６年 ｢ｳｨﾝフィールドのベースボール･バイブル」 デーブ･ウインフィールド(著）前田祐吉(訳） ベースボール･マガジン社

1996年 平成８年 ｢野球人のための傷害予防」 越智隆弘(監） ベースボール マガジン社 ○

1997年 平成９年 『野球実戦に役立つ全ﾃｸﾆｯｸ」 荒木大輔 Jスポーツシノーズ；２ ○ ○

1997年 平成９年 ｢野球」 桜井正美(監） フレー〃 ル館 ○

1998年 平成10年 ｢ピッチングの正体』 手塚一志 ベースボール･マガジン社 ○ ○

1998年 平成10年 ｢読んでわかる見てわかるベースボールトレーニング］ 魚住贋信 メディカルレビュー社 ○

1998年 平成10年 ｢野球」 前田祐吉(監） 新星出版社 ○

1998年 平成１０年 『プロが教える野球入門」 松本匡史 大泉書店 ○

1999年 平成11年 ｢初動負荷理論による野球トレーニング革命」 小山裕史 ベースボール･マガジン社 ○

2001年 平成13年 ｢野球上達BOOKビｯﾁﾝグ］ 伊藤栄治(監） 成美堂出版 ○

2001年 平成13年 『野球ピｯﾁﾝグ］ 林裕幸 西東社 ○

2001年 平成13年 ｢見てわかる野球』 田中国重(監） 西東社 ○

2001年 平成13年 ｢プロが教えるピッチング入門」 水野雄二 大泉書店 ○

2002年 平成14年 『野球打つ．投げる･守るの基礎」 高畑好秀 主婦の友社 ○

2002年 平成14年 ｢野球指導書』 社朋法人全国野球振興会日本プロ野球倶楽部 全国野球振興会 ○

2003年 平成15年 ｢絶対うまくなるピッチング」 大野盤 アポロ出版 ○ ○

2003年 平成15年 『ジｬｲｱﾝﾂ塾③野球･投手編Q&A」 読売巨人軍(編） ベースボール･マガジン社 ○ ○

2003年 平成１５年 ｢野球メジャーリーガーのスーパープレーでうまくなる」 江本孟紀(監)菅谷膏(著） ポプラ社 ○

2003年 平成15年 ｢うまくなるＩ野球」 新１１本石油野球部(監） 西東社 ○ ○

2004年 平成16年 ｢上達するｌ野球」 仲沢伸一 ナツメ社 ○

2004年 平成16年 ｢ピッチング革命」 中村好志 永岡書店 ○

2004年 平成16年 ｢マンガ野球入門①守備編」 大沢啓二(監） 山海堂 ○

2004年 平成16年 ｢少年野球上達法＆コーチング」 谷沢健一 西東社 ○

200Ｍ1年 平成16年 ｢投手のﾁｪｯｸボｲﾝﾄ」 岡部俺三 静岡新聞社(発売） ○ ○

2005年 平成17年 ｢150キロのボールを投げる」 竹内久外志､花岡美智子 ナツメ社 ○

2005年 平成17年 ｢ﾄﾂブブﾛに学ぶ試合に勝つピッチング」 与田剛(監） 成美堂出版 ○ ○ ○

2006年 平成18年 ｢立花龍司のメジャー流少年野球コーチング小学生編」 立花龍司 高橋書店 ○

2006年 平成１８年 ｢ピッチングパーフェクトマスター」 江藤省三(監） 新星出版社 ○

2006年 平成18年 ｢ＮＯＭＯベースボールｸﾗプ野球教室ピッチング綿」 宝島社 宝島社 ○ ○

2006年 平成18年 ｢ＤＶＤ上達レッスン野球ピッチング」 川口和久(監） 成美堂出版 ○ ○

2006年 平成18年 ｢図解コーチピッチング］ JＰ東日本硬式野球部(監） 成美堂出版 ○ ○

2007年 平成19年 ｢野球技術．投手編」 I町井哲夫,大川川茂樹 舵社 ○ ○ ○ ○

2008年 平成20年 ｢ﾄｯブプロに学ぶ試合に勝つピッチング術」 成美堂出版編集部（編） 成美堂出版 ○ ○

2008年 平成20年 ｢小･中学生のための最強エース育成バイブル」 川崎憲次郎(監） ベースボール･マガジン社 ○
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図２腕を伸ばした腕のスイング

(谷口五郎：『投手としての投球法」

周文館、1924年、２７頁）
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れ秘訣なり」'１)というもので、フォワードスイン

グにおいて手首や腕の関節を用いることを戒めた

内容であった。

一方、慶応義塾については、1911年にシェー

ファーとトムソンという２人の外国人コーチを招

き指導を受けた。その教えは門外不出の書とな

り、この当時の選手に代々受け継がれていったと

いわれている12)。その秘伝の書が、1920年に吉田

興山によって「慶雁式野球戦術」という書名で出

版されると、そのなかにも手首や肘の使用を戒め

る記述がみられる。すなわち、そのなかの「投手

論」を執筆した森秀雄によって、「腕の最も延び

切った時に投球し、此の際決して腕を曲げてはな

らぬ。又肘を使用する事は絶対に禁物である。何

故ならば肩を痛める事が早いからである｣'3)と述

べられているのである。

こうした内容はこの時期の他の文献においても

みられる。たとえば、1917年の和田六灘子による

『最新研究野球術」でも、図１のように「鰐と腕

が一緒に活らくようにして、出来る丈け背中を使

う事が必要である、是れ実に球の速度を早め、

且つ腕の疲労を防ぐ秘訣である、肘ばかりで投

げる短い粗末なモーションは飽く迄も避けなけ

ればならない｣'4)と記されており、1924年に谷口

五郎が著した『投手としての投球法」において

も、図２のようなイラストとともに、「投げる瞬

図１腕を伸ばした腕のスイング

(和田六灘子：『最新研究野球術』

博文館、1917年、５８頁）

間図の如くに腕の伸びきりたる所にて球を離すべ

し｣'5)という記述がみられる。

ただし、これらの記述からは、スイングのはじ

めから終りまで肘を伸ばしてスイングするという

ことなのか、ポールを離す瞬間のみ肘を曲げては

ならないということなのか、定かではない。しか

し、この時期には、「胴体の反動」や「振り子型

バックスイング」によって大きな力をポールに与

えようとしていたことを考えると、胴体を傾けな

がらで目一杯に二塁側へ引いた腕を、肘を曲げる

ことなく、そのまま大きくスイングしていたと考

えられる。

後述するように、肘を伸ばすようにするといっ

た記述は次第にみられなくなり、手首のスナップ

や肘の伸展を利用したスイングが主流になってい

く。しかし、そうした時期においても、大きく腕

をスイングすることで大きな力をポールに与え、

スピードを増大させようとする考えは受け継がれ

ていった。たとえば、1947年に出版された三宅大

輔の「続野球学』では「投げられた球が、速い

か、遅いかは、投げる時に、腕に依って描かれ

る、円の半径に、正比例する｣'6)という記述がみ

られる。その他にも、1948年の若林忠志の『わが

ピッチング』には「腕を十分のばすことは、球速

を増加させる条件である。腕の描く円のスウィン

グに正比例するのが球速であるからである｣'7)と

いう記述、1949年に旺文社によって編まれた「野

識

園
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5４ 野球における投手の投球に関する運動技術史的研究

球大観」にも、「伸ばした腕で大きな円周を描く

つもりで投げるのです。その円周が小さいほどス

ピードも落ちるし、反対に大きい時には球の威力

や球速を増大する」'8)という記述を確認すること

ができる。

たしかに、1959年に神田順治が著した『図解

コーチ学生野球」には、「遠心力というと球を身

体から離して画がかれる円を大きくすることと
ママ

感違いしてはいけない。そんなことをするとかん

じんの肘や手首がノビ切ったままでかえって力を

ロスしてしまう」'9)とあるように、手首や肘の屈

曲を使わない大きな腕のスイングに対する否定的

な記述もみられる。しかし、同様の記述が他の文

献にはみられないことから、こうした否定的な考

えはすぐには一般的なものにならなかったのでは

ないだろうか。

２．手首や肘の伸展をいかしたスイング

(1)手首のスナップ

ポールを離す動きについては、先にあげた1890

年の中馬庚による『野球」において「指ヨリ離レ
ママ

ントスルトキ二三指頭ヲ十分ニしむる｣20)という

記述がみられる。ただし、「スナップ」という表

記やそれに関する詳しい記述がみられるのは1920

年代後半のことであった。

ところで、1921年に出版された「野球技の科

学的研究」は、Ｊ・マグローが1914年に著した

「ＨＯＷＴＯＰＬＡＹＢＡＳＥＢＡＬＬ」を弘田親輔が

訳出したものであった。このなかには、ボールに

回転を与えないことがスピードの増加につなが

る、という興味深い記述がみられる。すなわち、

「速球というのは要するに球に出来るだけ回転を

与えぬ様にして空気の抵抗を少くして、従て球の

速度を加える球である。であるから速球の場合に

は投手の指が球の縫目に触れぬ様に球を握らねば

ならぬ。そして出来る丈け球に回転を与えぬとい

う事を頭に置いて軽く手から放さねばならぬ｣2'）

と記されているのである。この本の著者である

Ｊ・マグローは、バント、スクイズ、ヒットエンド

ランといった、現在でも用いられている技術や戦

術を考案した人物であり、「近代的野球戦術」を

完成させた人物であるといわれている22)。それに

も関わらず、この文献には手首のスナップに関す

る記述がみられない。スピードを増大させるため

の秘訣はできるだけボールに回転を与えないこと

である、と考えられていたために手首のスナップ

には関心が集まらなかったのではないだろうか。

1928年に飛田穂洲の著した『ベースボール内

野編」が「スナップ」という表記を確認できる最

も古い文献であった。飛田はこの中で、手首のス

ナップについて、「スナップとは投球の際手首を

折るようにすること」23）とした上で、「手首にカ
ママ

が加はっている時には、ボールがプレートを通過
ママ

する時級に速力が増すように感ぜられ、球に重

味があるから打球に困難を生ずる｣24）と述べてい

る。表１の通り、この文献が出版された1928年を

境にして手首のスナップに関する記述が散見され

るようになる。

手首のスナップが一般化していく要因として、

浮き上がるポール、すなわちホップするボールへ

の関心の高まりをあげることができる。そうし

た内容は1931年に出版された文献にはじめてみ

られる。1931年に出版された「ルースの野球指

導」は、ベーブ・ルースが著した「Howtoplay

Baseball」を伊丹安広と伊丹'恒雄が訳出したもの

であった。そのなかには、「スナップは、速球を

投ずるのに当たって、最も重要なる方法である」

という記述や「スナップが利いた程、自然と球の

ホップも大きくなってくる｣25)という記述がみら

れる。そして図３のように「球を放す時スナップ

を行ってスピードとホップを与へよ」と記されて

いる。また、同じ年に腰本寿によって著された
ママ

『私の野球」のなかにも「指先の抑へ方によっ

て、球が上方へと浮き気味になる事があり」26)と

いう記述を確認することができる。

こうした記述は、これ以降に出版された文献に

もみられるようになる。1936年に飛田穂洲と小出

秀世の共著で出版された「野球実際の知識」に

は、「天‘性弾力のある肩から出て来る直球は必ず

ホーム・プレートの辺りで一度フアリと浮き上
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ホップするボールを投げるためのボールの回転

についてより詳しい記述は、猪子一到と三宅大輔

がアーサー．マンの著書を翻訳した1958年の『ウ

イニングベースボール』のなかにみられる。すな

わち、「浮きあがろうとする力は、はげしいうし

ろ回転によって、本塁に向かって加速されるにつ

れて増大する。この力は、ほんの瞬間に地球の引

力に打ちかつに充分な大きさに達し、ここで回転

する球は、飛びあがったり浮きあがったりして、

回転で得た力を出す｣32)とあり、バツクスピンを

与えることについて述べられているのである。

1959年の神田順治による『図解コーチ学生野

球」にも、球の回転は自分の方向（上へ上へと回

転する）に向いていれば、球は浮き上がるから打

者にとって打ちにくい球が投げられる｣33)という

記述を確認することができる。

手首のスナップやホップするポールに関するこ

うした記述は、最初に確認できる文献から80年あ

まり経過してもなお、同様にみられる。手首のス

ナップについては、たとえば2003年の新日鉄石油

野球部による「うまくなる１野球』には「スピー

ドポールはスナップ（手首の力）をきかせること

によって生まれる｣34)という記述があり、2005年

に与田剛が監修した『トッププロに学ぶ試合に勝

つピッチング』にも「正確で力強いスナップ動作

は、豪速球をなげるために不可欠なポイント｣35）

という記述を確認することができる。またホップ

するボールについても、2006年の宝島社による

「ＮＯＭＯベースボールクラブ野球教室』に「伸び

のある球とはバックスピンがかかり、空気抵抗の

影響を小さくした回転数の多い球のことをいう。

ベース付近でもポールがホップして見え、バット

の上を通過する｣36)という記述、同じ年に川口和

久が監修した『ＤＶＤ上達レッスン野球ピッチン

グ』にも「鋭いバックスピンがかかると、空気を

切り裂き、浮き上がる力がポールに働く」37)とい

う記述を確認することができる。

(2)「ムチ」のようなスイング

1940年代の終り頃から、腕のスイングについ

野球における投手の投球に関する運動技術史的研究

図３手首のスナップとホップするボール

(ベーブ・ルース著、伊丹安広、伊丹恒雄訳：

『ルースの野球指導』春陽堂、1931年、１５頁）

がってまるでボールがジャンプするかの様にみえ

る之をホップすると云っている」と記されてい

る27)。1948年に若林忠志によって著された『わが

ピッチング」にも「球を手から離す瞬間に篭が前

方へうんと伸び、しかもスナップがかかっておれ

ば、球には必ずホップがついている｣28)という記

述、1949年に小野三千麿が著した『野球』にも

「手首の力の強い人は、スナップのよく利く人

で、投げた球が打者近くに来て浮き上り気味とな

り、非常にうち難くなる。ホップするスピードと

はこの事で、指先の利き目と手首の力とが非常に

関係して来る｣29)という記述を確認することがで

きる。

また、この文献には「球の回転が多くなれば

ホップ（浮き上がる）する｣30)といった、ホップ

するボールを投げるためにはボールの回転に秘訣

があるとする記述がみられる。1952年に出版され

た『ボブ．フェラーのピッチング』は、ボブ・

フェラーが著した『ＨＯＷＴＯＰＩＴＣＨ』を内村祐

之が翻訳したものであったが、そのなかにも「手

首のスナップは非常に強くなければならない。こ

の手首のスナップがポールに回転を与え、かつス

ピードとともに、気流に影響されて浮き上がる力

（ホップ）を与えるからである｣３１)と記されてい



抜くか”ということへと変化したことが理由とし

て考えられる。
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て、ムチのようにスイングするという表現がみら

れるようになる。

そうした記述を確認できる最も古い文献は、

1949年に出版された「ピッチングの秘訣」であ

る。この文献は、大リーグのシンシナティ．レッ

ズに所属するエーウェル・ブラックウェルとい

う投手が1948年に著した『Secretsofpitching』

を三宅大輔が翻訳したものであった38)。このな

かに、「手首のスナップの用い方は『ムチを打つ

時』のようにすること」という記述や「投手の腕

はムチの如くになっている」といった記述がみ

られる39)。1949年に出版された神田順二の『野球

ハンドブック』にも、「投球動作の始めには曲げ

て、終りには、鞭を打つように鋭く伸び切るよう

にせねばならぬ｣40)とある。また、1952年にはイー

ザン．アレンの『BASABALLTECHNIQUES

ILLUSTRATED」が内村裕之によって翻訳され

「アメリカ野球技術」というタイトルで出版され

ると、そのなかにも「速球を投げ込むには、手首

をしなやかにして、腕全体を馬車のむちのように

使わねばならぬ｡」とある。さらに、「球に最大の

推進力を与えるためには、『しなければならぬこ

と」と『してはならぬこと」がある。球をはなす

までは、腕と肩の筋肉をかならずらくにしておか

ねばならぬ。決して身体をこわばらしてはいけな
マレマ

い。もし身体をこわばらすと、肝腎の球に力がこ

もらなくなる」とも記されている４１)。1957年の平

凡社が編集した「野球教室』には、「手首をしなや

かにし、腕全体を鞭のようにつかって投げる｣42）

とあり、1960年に中沢不二雄が著した『野球の図

鑑」にも、「肩・腕・手首を一本のむちのように

してじゅうぶんにスナップを利かせます｣43)とい

う記述がみられる。

このような「むちのように」という表現が一般

的になっていったことについて、それまでは、よ

り速いボールを投げるためには“いかに力をボー

ルに与えるか”ということに関心が集まっていた

が、たとえば「球をはなすまでは、腕と肩の筋肉

をかならずらくにしておかねばならぬ」といった

記述にみられるように、その秘訣が“いかに力を

5６

３．腕のねじり及びねじり戻しをいかしたスイン

グ

1979年に林義一が著した『ぼくらの野球勝つ

野球」には、それまでの文献にはみられなかった

腕のねじりに関する記述がみられる。この本のな

かで林は、「バックスイングでつけた腕の“ねじ

り”は、近くへ引きもどすときでも絶対にゆるめ

ない｣44)と述べている。ただし、文献上、こうし

た腕のねじりに関する記述が散見されるようにな

るのは1990年代後半のことであった。

1998年に手塚一志によって著された「ピッチン

グの正体』には、腕のねじりやねじり戻しについ

て、図４のようなイラストとともに詳細な記述が

みられる｡このなかで手塚は､まず｢腕全体を内

向きにネジっていく動作を［1Ｎスパイラルモー

ション]、腕全体を外向きにネジっていく動作を

［ＥＸスパイラルモーション]」と定義した上で、

腕のスイングにおいては「前者が後者の準備動作

として必ず必要な動作になる」としている。ま

た、「あらかじめ、腕全体を外向きにネジってお

いてから、肩の付け根の内向きのネジリ戻しをス

タートに、肩から指先までネジリ戻しながら加速

する」と述べ、腕全体のねじり戻しについて詳し

く説明している45)。

同じ年に出版された魚住匿信の「読んでわかる

見てわかるべースポールトレーニング』にも、

図４腕のねじり及びねじり戻しをいかしたスイング

(手塚一志：『ピッチングの正体」

ベースボール・マガジン社、1998年、９２頁）
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「前腕の動きは空手チョップの動作から前腕を内

にひねる動作に変えると自然な動きになる｣46)と

いう記述がみられる。1999年には、小山裕史に

よって『初動負荷理論による野球トレーニング革

命」が出版されると、そのなかにも「よい動作で

は手首、前腕の回内動作（手の甲が内側を向く）

が加わります｣47）という記述を確認することが

できる。ただし、「腕を強く内旋しているのはリ

リースの後です。ですから内旋しながら投げよう

としているととらえるのは非常に危険です｣48)と

いう記述もみられる。2001年に伊藤栄治が監修し

た「野球上達ＢＯＯＫピッチング」にも「腕を

できるだけ大きく振ることでキレとスピードが出

ると思っている人がいるかもしれないが、それは

大きなカン違い。実際に比べるとよくわかるが、

手首とヒジを伸ばしたまま腕全体を振り子のよう

に振るより、関節を曲げて腕をひねりながら振っ

たほうが、はるかに勢いのあるボールが投げられ

る｣49)と記されている。

こうした文献の他にも、2004年の中村好志によ

る「ピッチング革命」には「最後の段階で最も重

要なのは、腕の捻り戻しです。腕や上体の捻りに

引っ張られるようにして肘が顔の横を通過する

と、横方向の捻りから縦方向の捻りに移行しま

す。このとき、これまで捻った状態でエネルギー

を溜めていた腕を戻す（捻り戻す）ことによっ

て、腕に最後の加速を与える｣50)という記述がみ

られる。2005年に竹内久外志と花岡美智子の共著

で出版された『150キロのボールを投げる」にお

いても「ひねり．もどす力を利用したリリース」

という記述や図５のようなイラスト、そして「リ

リース前に手の平は一度左方向に向き、そこから

左にひねっていき、リリースでホーム方向に向

き、その後さらに左へのひねりを続け、最終的に

手の甲を左に向ける」という記述を確認すること

ができる5')。2005年の与田剛の監修による「トッ

ププロに学ぶ試合に勝つピッチング」にも「腕を

上げたときにボールがセカンド方向を向くように

手首を内側にひねると、腕全体にねじれができ

る。そして、リリース直前には、ボールをキャッ

●正面から見たリリース

ひねる

リ’一ス

６

図５腕のねじり及びねじり戻しをいかしたスイング

(竹内久外志､花岡美智子：「150キロのボールを投げる』

ナツメ社、2005年、１１頁）

チャー方向に向けるように手首を返す。こうして

ねじれをもとに戻すことによって、より大きな力

が生まれ、ボールにキレとスピードが加わる｣52）

という記述があり、2006年の立花龍司の『立花龍

司のメジャー流少年野球コーチング小学生編」

にも「親指を下、小指を上に向けながら内側に

ひねりながらフオロースルーにもっていく」53)と

いった記述がみられる。

こうした記述から、1990年代の後半から、腕の

ねじりやねじり戻しを利用したフォワードスイン

グが一般的になっていったと考えられる。

Ⅳ．おわりに

本研究ノートでは、投手のオーバースローにお

ける腕の「フォワードスイング」について、その



5８ 野球における投手の投球に関する運動技術史的研究

運動技術史的な発展過程を考察してきた。

確認できる最も古いスイングは、手首や肘を伸

ばし、大きな円を描くようにするものであった。

この時期には、できるだけ大きな力を球に与えよ

うとすることが考えられていたようである。その

ため、手首や肘を使用することが戒められ、腕を

伸ばし上体をボールにかぶせるようなダイナミッ

クなスイングが理想的なスイングとされていた。

1920年代後半からは、「手首のスナップ」や肘

の伸展をいかした「ムチ」のような腕のスイング

が主流となる。こうした移り変わりの要因のひと

つとして、浮き上がるボール、すなわちホップす

るボールへの関心の高まりがあった。そのよう

な理想的なボールを投げるための秘訣が、「手首

のスナップ」や「ムチ」のようなスイングでボー

ルに鋭いバックスイングを与えることとされてい

た。

1990年代後半からは、腕のねじりやねじり戻し

をいかしたスイングが主流となる。この時期に

は、「腕のねじり」や「空手チョップの動作から

前腕を内にひねる動作」や「ひねり．もどす力を

利用したリリース」などといった表現がみられ

る。

今後の課題は、「下肢の動き」に焦点を絞り、

その運動技術史的な発展過程を考察することであ

る。本塁方向への脚の踏み出し方や力をどのよう

にして上半身へと効率よく伝えるか、などといっ

たことは投球の良否を左右する極めて重要なこと

である。また、これまで「胴体の動き」、「腕の

バックスイング」そして「腕のフオワードスイン

グ」という順に考察を進めてきた。しかし、マイ

ネルが指摘しているように「方法として要求され

る大切なことは、四肢のすべての運動を全体の運

動や運動の目的との関わり合いにおいてのみ考察

しなければならないのであって、決して絶縁され

た個々の動き“そのもの'，としてとらえてはいけ

ない｣54)。したがって、それまでの成果を踏まえ

ながら、改めて全体の運動として考察することが

不可欠となる。こうしたテーマに取り組むことも

今後の大きな課題である。
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